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心理研究部門

室伏稲子 ･野 俊夫･小嶋祥三 ･松沢哲郎

研究概要

1)チンパンジーの図形詔による.記述行動の分

析一 言uT;II捌こよる統制

室伏耶子･と班f俊夫･小払押三･松沢哲郎

チンパンジー(アイ)は,テレビ両面にあらわ

れる2名の人物(A,B)のうち,･いずれが動作

の主体となり客休となるかによって,｢AJ｢近
づく｣｢BJの3才u':記述における個体名(A,B)
の位把を変えることを学習した｡この語順による

統制の般化は,緩怪に進行し,多種類の画像によ

る訓練のくり返しを必要とした｡

2)チンパンジーにおける数の概念の形成1)

室伏靖子･浅野俊夫･松沢哲郎･板倉昭二2)

チンパンジー2頭に,点(直径 1.5cm)のラン

ダム･パタンを見せて,その数を同定させる訓練

杏,それぞれ異なった反応を用いて行った｡数学

のラベルによる反応では6個まで,系列的なキイ

押し反応では4個までを完了した｡これらの学習

によって,チンパンジーが数のシステムをどの程

度理胴しているかを分析する｡

3)ニホンザルの蛇田118両におけるオペラント

行動の控和と伝描 3)

浅野俊夫

本研死所の放飼切のIZit桜群を対象にして,パネ

ルを押すと大豆等の食物が入手できるという新し

い行動を災団場両での条件づけにJ:って形成し,

伝播する様子を概黙した｡今後はパネル押しより

ち-朋むずかしいゴルフボールを拾って交換台に

入れ,大豆を入手するという鎌田場面におけるト

ークン使用の伝播を分析する｡

1)本吉良治･山田恒夫(京大文学部,昭和

59年度共同利用研究員)との共同研究｡
2)大学院生｡

3)樋口義治(愛知大,学振流動研究員)と

の共同研究｡
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4)オペラント強化の性質に関する実験的研究

浅野俊夫

主としてニホンザルの摂食行動をとりあげ,摂

食スケジュールがオペラント行動の強化子の強化

力にどのように関与するのかを,近年のエコロジ

-的視点と環境適応における行動の配分(行動経

防 )という観点から分析する｡

5)チンパンジーにおける刺激等価性の接待に

関する実験的分析

浅野俊夫

ヒトの言語習得過程において,もともと異なっ

た刺激が機能的に等価な性質を投持する過程が重

要であることが明らかにされて来ているので,そ

の迎杜をチンパンジーで吟味する｡

6)チンパンジーの聴覚と音声の発達

/J鵬祥三･浅野俊夫･松沢哲郎･室伏靖子

前年度にひきつづき,人工飼育のチンパンジー

乳幼児の苫声を記録し,ソナグラフ,FFT分析

器によろ分析を行い,その発達について検討した｡

また,発声の条件づけを行い,〔ア〕と〔オ〕の

2声をナキワケることができた｡

7)詔長奴の聴覚と音声の研究

小嶋祥二

前年度にひきつづき,チンパンジーの音の大き

さの知覚,音声弁別に関する研究,ニホンザルに

おける合成音別の弁別 ･記憶に関する研究を行っ

た｡
8)チンパンジーによる図形パターンの｢構成｣

松沢哲郎･藤田和生4)

チンパンジー(アイ)に,2-3個の要素図形

が独合した敗何学図形を見せ,同じ図形を要素図

形から柑‡成する課題をおこなった｡図形パターン

の認知における情報処理過程をヒトと比較検討し

ている｡

9),iu長翻 し幼児の行動発達 5)

松沢哲郎

ヒト,チンパンジー,オランウータン,ニホン

ザルを主たる対象として,出生直後からの姿勢制

御と認知擬能の発達の種間比較をしている｡

10) ヒトの高所順応の心理物理学的研究

松沢哲郎

4)学振奨励研究員｡

5)田中昌人･竹下秀子(京大教育学部,59年
度共同利用研究員 )との共同研究｡

ネパ-ルヒマラヤのカンチェンジュンが峠登撃

時に,ヒトが8000mを越える高所の低酸素･低

温にさらされたときの精神機能の低下を,ハンド

ヘルドコンピューターを用いた作業検査等によっ

て測定した｡

ll)感覚性強化を用いた霊長類の軽の認知の分析

藤田和生4)

詔長類が,自身の種や他の近縁種をどのように

区別しているかを,それらの写真の感覚性強化子

としての機能に基いて分析している｡

12)新しい行動の甑 過芸芸芸墓手芸喜芸

欧文ワ-ドプロセッサーを使用する行動が袋団

円に広まる過程を調査し分析した｡

総 説

1)浅野俊夫(1984):チンパンジーの言語能力｡

河合雅雄編 ｢詔長類学への招待｣,束京 :小

学館 165-190.

2)苧阪良二 ･浅野俊夫･藤雌-(1984):心理

学のインストルメンテーションにおけるマイ

クロコンピュータ:その来し方行く末｡ PLA

NET,4,18-24 0

3)小嶋祥三 (1985):前頭前野と短期記憶.捕

神医学,27,625-6310

4)松沢哲郎(1984):二重分節言語への展望-

- チンパンジーの ｢言語｣習得- ｡ユリイ

カ,16(12),99-109｡

5)松沢哲郎(1984):チンパンジーの赤ちゃん

が生まれた :詔長類の比較発達心理学③,発

達,20,93-1020

6)松沢哲郎(1985):ニホンザルの祝知覚の発

達 :霊長類の比較発達心理学④,発適,21,

63-730

7)松沢哲郎(1985):錠のなかの ｢わたし｣-

霊長類における鏡映像の認知- :JiB長期の

比較発達心理学⑤,発達,22,16-850

8)松沢哲郎(1985):思考と言語｡林部敬吉嗣

｢人間論｣,酒井書店,115-1410

論 文

1)Kojima,S.(1985):Auditoryshorトterm

memoryintheJapanesemonkey.Intern｡

J.Neuroscience,25,255-262.

2)Matsuzawa,T.(1985):Useofnumbers

- 16-



byachimpanzee.Nature,315.'57-59.

8)Matsuzawa,T.(1985):Colournaming

andclassificationinachimpanzcc(Pan

troglodytes).J.Hum.Evo1.,14:238-291.

4)松沢哲郎･木｢口光郎 ･古n.-yj(1985):ヒ

マラヤ8000mにおける椛抑機柁- ハンド

ヘルドコンピューターをmいた相神作文枚禿｡

名古庄与大学環境医学研究所年軌 36,238-

248.

5)Fujita,K.(1985):Effectsofratiorein-

forcementschedulesondiscrimination

performancebyJapanesemonkeys. ∫.

Exp.Anal.Behav.,43(2):225-234.

6)藤田和生 ･樋口義治(1985):A研究所にお

ける欧文ワードプロセッサ使用行動のirLq:及過

程｡心理学研死,56(l):48-51.

報告･その他

1)杉山幸九 ･松沢哲郎(1984):チンパンジー

は語る.望星,15(4),36-51.

2)松沢哲郎(釈)(1985):社会生物学｡(E.0.

ウイルソン著,伊藤詔昭監修),思索社,節

5巻｡

学会発表

1)室伏杓子･本吉良治･山田恒夫･板缶昭二 :

チンパンジーにおける数のマッチング｡日本

動物心理学会邦44回大会(1984),動心年報,

34,42.

2)浅野俊夫 ･吉久保idi- :チンパンジーをもち

いた舛柾見本合せ手続きによる刺激等価の形

成の試み｡日本動物心理学会苅44回大会 (19

84),動心年報,84,44.

3)と班f俊夫･吉久保六一 :チンパンジーにおけ

るアルファベット文字の認知｡日本心理学会

邦48回大会(1984),予稿袋,319.

4)小嶋祥三 :人=飼育チンパンジーの出生由後

からの発声について.日本動物心理学会g!44

回大会 (1984),動心年報,34,31.

5)小嶋祥三 :前頭前野と短3g]記位｡日本神路心

理学会総会(1984),予稲袋,23.

6)小嶋祥三 '.人工飼育チンパンジー乳幼児の詔･

声の発適と可塑性｡日本心町学会耶48回大会

(1984),予稿先,277.

7)小嶋祥三 (1984)'.チンパンジーの苗の大き

.さの薮lll定.郡8回神経科学学術先会,予稿集,

53.

8)熊崎m則 ･松沢哲郎･松林沼明 '.ビデオセン

サーをJ馴 たヽチンパンジー分娩予知システム｡

耶28回プリマーチス研究会 (1984),抄録2｡

9)藤m和生 ･松沢西郎 '.チ.ンパンジーの認知世

界 一 感光性強化による検討- .日本心理

学会郡48回大会(1984),予稿袋,318.

10)竹下秀子 ･田中員人･松沢哲郎 '.オランウー

タン乳児の姿勢および知覚運動機能の発達一

一チンパンジー,ヒト乳児との比較 - ｡第

29回プ])マーテス研究会 (1985),抄録,19.

ll)藤田和生 :ニホンザルのObservingBehavior

(2)一 窓あけ方式を用いて- ｡日本動物心

理学会那44回大会(1984),動心年報,34,

44.

社会研究部門

川村蘭読･鈴木 晃 ･小山直樹 ･森 梅代1)

研究概要

1)スマトラにおける2樫の霊長類の研究

川村俊蔵 .大井 # )

スマトラ自然研究計画･第5年次計画の一環と

して,川村は2度インドネシアに赴き,-回目に

はインドネシア側研究者の指導を行うかたわら,

クロカンム1)ヤセザルの社会 ･生惜 ･分布の研究

を続行し,二回日には大井とともに,これまで世

界的に研究の遅れているブタオザルの長和研究を

開始した｡

2)インドネシア･カリマンタンにおけるオラ

ンウータンの社会行動と社会摘出に関する

研究

鈴木 兄

カ.)マンタン･クタイ保uYB区に吐息するオラン

ウータンの観察を行った｡30頭のオランウータン

の荷杯円での付糾11比 を記錨し,社会椛造に関す

る討論を行った｡

3) カニクイザルの比較社会学的研究

小山直樹

1984咋8月㌘日から1985年1月5日まで,

スマトラのグヌンメル山においてカニクイザルの

1)教務職員, 2)大学院生, 3)研修員
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